
安平町森林整備計画の概要 
 

市町村森林整備計画とは、国の「全国森林計画」、北海道の「地域森林計画」の内容を踏まえ、森林

法の規定に基づく民有林（国有林含まない）を町が 5年ごとに作成する 10 年を一期とする計画であり、

地域の森林・林業の特徴を踏まえた森林整備の基本的な考え方やこれを踏まえたゾーニング、地域の実

情に即した森林整備を推進するための森林施業の標準的な方法及び森林の保護等の規範、路網整備等の

考え方等を定める長期的な視点に立った森林づくりの構想（マスタープラン）となる計画です。 

地域にもっとも密着した行政主体である町が、地域の実情に応じて地域住民等の理解と協力を得つつ、

北海道や林業関係者と一体となって関連施策を講じることにより、森林整備を推進することを目的とす

るものです。 

 

● 主な計画事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 森林計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【森林・林業基本計画（政府）】 

森林・林業基本法第 11 条の規定に基づく 

政府がたてる計画 

① 森林計画制度の基礎となる計画。 

② 森林及び林業に関する施策についての

基本的な方針。 

 

【全国森林計画（農林水産大臣）】 

森林・林業基本計画に即し（森林法第４条の規定） 

農林水産大臣が５年ごとにたてる 15 年間の計画 

① 森林に対する国の政策の方向を示す計画。 

② 森林・林業政策のビジョン、森林整備の 

ルール・ガイドライン。 

 

【地域森林計画（北海道知事）】 

全国森林計画に即し（森林法第５条の規定）都

道府県が 5 年ごとにたてる 10 年間の計画 

① 地域の特性に応じた森林整備の目標を

示す計画。 

② 森林施業の基本的な方法や新たな 

ゾーニングの考え方。 

 

【市町村森林整備計画（安平町）】 

地域森林計画に適合し（森林法第 10 条の 5 の規定） 

市町村が５年ごとにたてる 10 年間の計画 

① 新たなゾーニングの導入。皆伐や更新の基準

等の明示。 

② 路網計画の図示化。 

 

【森林経営計画（森林所有者等）】 

国等の計画に適合し、森林所有者が５年を１期として作成 

① 森林所有者等が行う具体的な伐採、造林等に関する計画。 

② 森林施業に関する方針。伐採量及び更新面積の明示。 

 

・ 伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的事項 

・ 立木の標準伐期齢、立木の伐採の標準的な方法その他森林の立木竹の伐採に関する事項 

・ 造林樹種、造林の標準的な方法その他造林に関する事項 

・ 間伐を実施すべき標準的な林齢、間伐及び保育の標準的な方法その他間伐及び保育の基準 

・ 公益的機能別施業森林区域及び当該公益的機能別施業森林区域内における施業の方法 

その他公益的機能別施業森林の整備に関する事項 

・ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施の促進に関する事項 

・ 森林施業の共同化の促進に関する事項 

・ 作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する事項 

・ 森林病害虫の駆除及び予防、火災の予防その他の森林の保護に関する事項 

・ 林業に従事する者の養成及び確保に関する事項 

・ 森林施業の合理化を図るために必要な機械の導入の促進に関する事項 

・ 林産物の利用の促進のために必要な施設の整備に関する事項 

・ その他森林の整備のために必要な事項 
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